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１．地域年金展開事業の概要
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地域年金展開事業の主な取組

u 公的年金制度の普及・啓発や国民年金保険料収納の向上等のため、関係機関との協力連携のもと「年金
制度説明会」や「年金セミナー」、「出張年金相談」等を実施します。

u 日本年金機構が取り組む公的年金制度の普及・啓発活動について、都道府県ごとに関係者や有識者から
なる「地域年金事業運営調整会議」を開催し、事業推進の意見や助言を伺います。

職員が自治体や民間企業、関係機関、関係団体等などに出向き、事務担当者や従業員・所属員・加入員
向けの年金制度説明会を実施。

市区役所・町村役場の広報誌や行事等を通じ年金制度や日本年金機構が行う事業の周知、ポスター・チ
ラシの掲示や設置、配布の依頼等。

地域連携事業

職員が大学や短大、専門学校、高校等に出向き、学生・生徒向けの年金セミナーを実施。
大学での年金相談や学生納付特例制度の申請窓口の開設やパンフレットの掲示や設置、配付の依頼等。

年金セミナー事業

年金事務所から遠方の地域住民や利便性などのニーズに応えるため、市区役所・町村役場や大規模商
業施設、イベント会場等で、出張年金相談や免除申請窓口を開設。

地域相談事業

年金委員を対象とした研修会の開催や各種冊子・チラシ等、活動に役立つ情報を提供。
年金委員
活動支援事業

公的年金制度の普及・啓発等についての検討や年金事務所が行う事業への意見・助言を行うため、学識
経験者や関係機関職員等を委員として都道府県単位で設置。

地域年金事業
運営調整会議
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２．令和元年度事業実施結果
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○地域連携事業

計画 実績 総括及び課題

市
町
村

①窓口へのポスター掲示等

②広報誌への記事掲載

③職員への年金制度説明会

①市町村の窓口へ法律改正等のポスター掲示及び
リーフレット等の配置

②市町村広報誌へ年金に関する記事を提供（奇数
月）

③市町村担当者（県下２７市町村）（６月、９月）
都市国民年金協議会への参加（１０月、２月）

【総括】

○各関係機関との連携により計
画的に実施できている。

○年金生活者支援給付金周知、
予約相談周知、ねんきんネット利用
案内に関するポスター・リーフレット
等を市町村、社会保険労務士会、
社会保険協会のほか金融機関、医
療機関、労働局等の関係機関、事
業所に協力を依頼、幅広く理解協
力を得ることが出来た。

○年金制度説明会の取組の拡充
については、従来の取組のほか事
業所総合調査時等の機会を捉えて
実施している。

【課題】

○予約相談周知、ねんきんネット
利用促進に係るＰＲを引き続き実施。

○年金制度説明会の拡充。

社
会
保
険
労
務
士
会

①広報誌への記事掲載

②会員への研修

①社会保険労務士会発行の広報誌へ年金に関する
記事を掲載

②１回実施（算定基礎説明会）（５月）

社
会
保
険
協
会

①広報誌への記事掲載 ①社会保険協会発行の広報誌へ年金に関する記事
を掲載

６



計画 実績 総括及び課題

全
国
健
康
保
険
協
会

委員研修会の共同実施

※委員研修会は、和歌山
東社会保険委員会、和歌
山西社会保険委員会並び
に田辺社会保険委員会と
の共同開催。

９回実施
6月19日、6月25日、 和歌山東年金事務所管内1会場
6月28日

6月19日 和歌山西年金事務所管内1会場

7月23日、24日、25日
1月29日 田辺年金事務所管内4会場

11月5日 和歌山東、和歌山西、田辺
年金事務所の合同開催

（年金委員・健康保険委員
合同表彰式 ・ 研修会）

民
間
企
業

従業員及び事務担当者へ
の年金制度説明会

４５回実施
算定基礎届説明会 ８会場
大規模事業所調査時 ３３事業所
企業からの依頼 ２事業所
各種団体からの依頼 ２団体

商
工
会

研修会への講師派遣 実績なし
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○年金セミナー事業

計画 実績 総括及び課題

年
金
セ
ミ
ナ
ー

①年金セミナー実施に
向けた教育機関への
積極的なアプローチ

②平成30年度実施校
の継続実施に努めると
ともに、実施校数29校
以上を確保する。

（年金セミナ イメージ写真）

①及び②の実績については以下のとおり

電話もしくは訪問による回数

参考：平成30年度実績
アプローチ：51回
（大学等1回、専門学校11回、高等学校33回、中学校6回）
セミナー ：34校、58回
（大学等1校1回、専門学校8校8回、高等学校18校27回、
中学校6校21回、支援学校1校1回）

令和元年度年金セミナー実施校については以下のとおり

【総括】

○新型コロナウィルス感染
症等の影響により６校が中
止となる中、２５校２，６５４名
にセミナーを実施することが
できた。

【課題】

○コロナ禍でセミナー開催
を見合わす学校がある中、
セミナー実施校を確保するこ
とが課題。

○新型コロナウィルス感染
防止対策の徹底。
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計画 実績 総括及び課題

年
金
セ
ミ
ナ
ー

○年金セミナー事業
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計画 実績 総括及び課題

年
金
セ
ミ
ナ
ー

○開催を予定していたが、中止となった学校
・病院協会立和歌山看護専門学校
・日高看護専門学校
・県立和歌山東高校
・県立和歌山高校
・紀北農芸高校
・海南高校大成校舎

○年金セミナー事業
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計画 実績 総括及び課題

年
金
セ
ミ
ナ
ー

③地域年金推進員の
委嘱

③実績なし 【総括】
○和歌山東年金事務所2名、
田辺年金事務所1名計3名
委嘱中。中学校でのセミ
ナーを担当。

【課題】
○実施校の拡大。

電
子
媒
体
の
活
用

ホームページ等、電子
媒体を活用した効果的
かつ効率的な周知・広
報の実施に向け、大学
等に対し、協力依頼を
実施する。

実施なし 【総括】

○電子媒体の活用依頼を
十分にできなかった。

【課題】

○年金セミナー実施校へ
のセミナー開催結果等の
ホームページ掲載を依頼。

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
の
設
置

大学等に対し、学生納
付特例制度に関する
ポスターやリーフレット
等の設置を依頼する。

4月 3日 近畿大学生物理工学部
4月 4日 近畿大学生物理工学部

11月27日 和歌山大学
2月26日 和歌山信愛大学

【総括】

○大学のご協力により学
生に学生納付特例制度の周
知を行うことができた。

【課題】

○学生納付特例事務法人
の勧奨を継続的に行い、利
便性及び申請率向上に努め
る。
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○地域相談事業

計画 実績 総括及び課題

市
町
村

遠隔地の市町に赴き、年
金全般にかかる相談・受
付窓口を開設

（田辺農林水産業まつり）

○各市町における実施結果は以下のとおり

○和歌山県難病子ども保健相談支援センターの要請により難病
患者対象の年金相談を１回（和歌山市）実施。

○田辺農林水産業まつりでの出張相談（35人）（11月11日）
年金相談予約・ねんきんネット他チラシの配付。（300部）

【総括】

○計画どおり実施すること
により、年金事務所から遠隔
地の地域住民の利便性の向
上が図れた。

【課題】

○地域住民のニーズに応
えられるよう、関係機関と連
携して取組を進める必要あり。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

年金制度説明会の開催
及び免除申請等の相談
窓口の開設

各ハローワークにおける実施回数は以下のとおり

参考：平成30年度実績 実施 196回 対象者数 7,664人

【総括】

○年金事務所所在地のハ
ローワーク全てで年金制度
説明会を実施。

【課題】

○申請書等の受付（申請）
窓口の開設に向けた体制作
り。
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計画 実績 総括及び課題

商
業
施
設

各地域の利便性の高
い商業施設に赴き、年
金全般にかかる相談・
受付窓口を開設

（和歌山MIO)

令和元年11月29日（金）ＭＩＯ北館ミオ広場及びＪＲ和歌山駅中央
口にて実施。

年金相談 20件 ※平成30年度相談件数 17件

年金相談予約・ねんきんネット他チラシの配付。（200部）

【総括】

○全国健康保険協会和歌
山支部、和歌山県社会保険
労務士会とタイアップ。

○年金相談件数は前年を
上回った。

【課題】
○チラシの配布方法。

教
育
機
関

学生納付特例申請等
の相談窓口の開設

（和歌山大学）

令和元年11月27日（水）和歌山大学にて実施

○学生納付特例・ねんきんネット他チラシの配付。（300部）

○年金相談（4人）

【総括】

○年金パンフレットをクリア
ファイルに入れて配布した。

【課題】

○より多くの学生へ周知を
図るために、他の学園祭な
どへの参加を検討。
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○年金委員活動支援事業

計画 実績 総括及び課題

①研修及び意見交換の実施

②積極的な情報提供及びア
ンケートの実施

③委嘱数拡大に向けた取組

④年金委員表彰の実施

①【職域型】 9回
和歌山東年金事務所 4回（162人）6月、11月
和歌山西年金事務所 2回（147人）6月、11月
田辺年金事務所 3回（ 44人）7月
【地域型】 1回
和歌山会場 1月（10人）
研修内容：地域型年金委員の活動について他

②【職域型】 各種啓発資料（※）送付
※「日本年金機構からのお知らせ」送付

【地域型】 各種啓発資料（※）送付
※「年金委員［地域型］活動の手引き」

③【職域型】
社会保険協会事業に参加しての要請

7月25日（新規担当者研修）
新規適用事業所への勧奨 （総合調査時）
【地域型】
退職した職域型委員への勧奨

④11月5日
和歌山ビッグ愛 大ホールにて年金委員・健康保険委員
表彰実施（全国健康保険協会と共催）

【総括】

○研修会は予定通り実施。地域
型については合同開催であったが
田辺地域よりの参加も頂き活発に
意見交換がなされた。

【課題】

○年間を通じての職域型年金委
員の委嘱拡大の取組み。
地域型年金委員については、

推薦母体となる市町村への積極的
な取り組み。
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○地域年金事業運営調整会議

計画 実績 総括及び課題

○第12回和歌山県
地域年金事業運営調整会議
の実施

令和元年7月2日 13：00～15：00
和歌山ビッグ愛 会議室にて開催

＜議題＞
①平成30年度地域年金展開事業の報告について
②令和元年度地域年金展開事業実施計画について
③ねんきん月間の取組結果及び年金セミナーアンケート結果
について
④意見交換

＜議事要旨＞

各議題について、各委員から質疑、意見交換を行っていただき、
「平成30年度地域年金展開事業実施結果報告」及び「令和元年
度地域年金展開事業実施計画」について承認いただきました。

【総括】

○年金事務所が策定した
地域年金展開事業を充実さ
せるためのご意見を各委員
から多数いただきました。

【課題】（主なご意見）

〇年金制度説明会について、
自治会や各種団体へのアプ
ローチ。

〇「わたしと年金エッセイ」の
募集の取組。

〇年金セミナーについて、学
生の年金に対する関心をさ
らに高め、知識を広げること
が大切。
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○「ねんきん月間」及び「年金の日」における取組

取組 実績

①ハローワークで年金制度説明会の開催及
び免除申請等の相談窓口の開設

②出張年金相談（市町村イベント会場・大規
模商業施設）

③年金委員表彰及び年金委員研修

④国民年金保険料の納付相談会

⑤教育機関での学生納付特例申請相談会

①県内4ヶ所のハローワークにて計16回実施

②11月10日 田辺農林水産業まつり会場にて年金相談及びチラシ配布
11月23日 ふれあい人権フェスタ会場にて年金相談及びチラシ配布
11月29日 ＭＩＯ北館＆和歌山駅中央口にて年金相談及びチラシ配布

③11月5日 和歌山ビッグ愛にて年金委員・健康保険委員表彰実施（全国健康保
険協会と共催）

④11月18日 和歌山東年金事務所にて所得情報を活用した納付相談会
～22日

⑤11月27日 和歌山大学 学生ホールにて開催

「ねんきん月間」
日本年金機構では、厚生労働省と協力して毎年１１月を「ねんきん月間と位置付け、国民の皆さまに、年金制度に
対する理解を深めていただくため、全国各地で公的年金制度の普及・啓発活動を展開します。

「年金の日」
国民一人一人『ねんきんネット』等を利用して年金記録や年金受給見込み額を確認していただき、高齢期に備え、
その生活設計に思いを巡らしていただくことを目的として、平成２６年度から毎年１１月３０日（いいみらい）
を「年金の日」に制定。
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○「わたしと年金」エッセイ

日本年金機構では、公的年金制度の意義や、国民の皆様の結びつきなどについて、皆様と一緒に考えていく
ことを目的として、応募者ご自身やご家族などの身近な方と公的年金制度との関わりについて、「私と年金」
をテーマにしたエッセイを募集しています。

＜エッセイ応募件数（和歌山県）＞

一般 学生 計

平成29年度 ０件 ０件 ０件

平成30年度 １件 ０件 １件

令和元年度 ２件 ０件 ２件

＜エッセイ募集にかかるご支援、ご協力一覧＞

団体名 ご支援・ご協力内容

和歌山県教育委員会 県内の公立高等学校への周知文書及びポスター、リーフレットの配布要請。

和歌山市教育委員会 市内の市立中学校への周知文書及びポスター、リーフレットの配布要請。
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３．コロナ禍における地域年金展開事業の取組

◯ 令和２年度上期においては、新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、対面による事業や会
議・研修等を原則中止としていたところです。

◯ 令和2年度下期においても、原則、上期と同様の取扱いとし、本部から示された「令和2年度下
期地域年金展開事業ガイドライン」に沿った事業を実施しています。

◯ 現在においても、新型コロナウイルス感染症の新規感染者数が増え続けている状況で、今後の
見通しは不透明です。

◯ 今般の新型コロナウイルス感染症の感染拡大を契機として、また、日本年金機構のオンライン
ビジネスモデルを進めていく中で、今後の地域年金展開事業についても、年金制度説明会・年金
セミナー等のオンライン開催等、対面型から非対面型による取組への移行を進めていくこととし
ています。
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４．令和２年度事業計画（案）
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○地域連携事業

市町村、自治会、事業所、関係機関、関係団体（年金受給者協会、社会保険労務士会、社会保険（年金）委員

会、社会保険協会等）等と連携し、正しい年金制度の知識や手続き、制度改正等の情報等を地域において周知・
広報するなど地域に根付いた情報提供活動を実施する。

1．チラシ・ポスター等の配付及び掲示
市町村、自治会、事業所、関係機関、関係団体等に依頼し、年金制度に関するチラシ・リーフレット等の配付、
掲示板へのポスター掲示等による周知活動を実施する。具体的には、地域住民や会員の情報収集ツールであ
る市報や会報等に年金制度や出張年金相談に関する記事を掲載する。なお、原則、電話・文書による対応とし、
相手先より要請があった場合に限り、対面形式で実施する。

2．年金制度説明会の開催
自治会、事業所、ハローワーク等の関係機関、関係団体等と連携し、年金制度説明会の開催による周知活動
を実施する。具体的には、企業主催の退職者セミナーや関係団体主催の各種説明会等の場において年金制度
の説明を行う。なお、アプローチは、原則、電話・文書による対応とし、相手先から要請があった場合に限り、対
面形式で実施する。

3．地域型年金委員の推薦依頼
関係団体へ地域型年金委員の推薦を積極的に依頼する。
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○年金セミナー事業
学生・生徒等の若年層に対して、年金制度の正しい知識や手続きを理解していただくこと、また、年金制度が
身近で重要なものであることを学んでいただくため年金セミナーを中心とした広範かつ積極的な事業展開を図る。

1．アプローチ
電話・文書による対応を原則とし、相手先から要請があった場合に限り、対面によるアプローチを実施する。
（1）県教育委員会、県学校長会等に対して周知、協力要請を行う。
（2）大学へ年金セミナー開催の周知、協力依頼を行うとともに窓口にポスターやリーフレットを設置する。
（3）従来の紙媒体（ポスター・リーフレット等）に加え、より効果的かつ効率的に周知・広報活動を実施するため、
学内LAN等設置済みの大学等に対して、学内LAN等の活用に向けた協力を依頼する。
（4）令和元年度実施校については、継続実施となるよう積極的なアプローチを実施する。

2．年金セミナー
年金セミナーについては、教育機関から開催要請があり、当該機関のテレビ会議システム等を活用した非
対面型の実施を基本とするが、当該機関等における新型コロナウイルス感染防止対策の可能な場合に限り
対面での開催を行う。なお、「年金セミナー用動画」を学校等に提供する年金セミナーについて周知を図るとと
もに、積極的に実施する。
（1）アンケート結果や先生方のご意見等をもとに、適宜、教材の見直しを行う。
（2）県内各年金事務所の年金セミナー講師担当者による年金セミナー講師コンペティションを開催し、年金セミ
ナーの充実に向けて若手講師の育成、スキルアップを図る。
（3）地域年金推進員の積極的な活用を図る。
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〇地域相談事業

各年金事務所が主体となり、市町村、自治会、大学、事業所、ハローワーク、ジョブカフェ、商業施設等におい
て出張年金相談会を実施する。なお、実施の際は、新型コロナウイルス感染防止対策を講じた上で実施する。

1．市町村
年金事務所より遠隔地の市町村に赴き、年金制度全般にかかる相談・受付窓口を開設する。

2．大学等
大学等（※）に赴き、学生納付特例申請窓口、免除申請窓口等を開設する。
※相乗効果の観点から、年金セミナー開催校を中心にアプローチを実施
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○年金委員活動支援事業

年金委員は、職場・地域内外における公的年金制度の周知・啓発という重要な役割を担っていることから、
委員活動の一層の活性化を図るとともに、委員活動が充実し円滑に行えるよう以下の支援を行う。

1．会議・研修会等
各年金事務所にて開催する地域型年金委員連絡会及び年金委員研修会等の機会を通じて、より具体
的な協力依頼を行う。なお、会議・研修会を実施する場合は、開催場所における新型コロナウイルス感
染防止対策の徹底が可能で、委員からの参加希望があった場合に限り開催する。

2．積極的な情報提供
（1）啓発資料（「アニュアルレポート」「退職後の年金手続きガイド」等）を送付する。
（2）「年金委員活動の手引き」を送付する。
（3）日本年金機構ホームページ（年金委員のページ）の充実化に努める。

3．委嘱数拡大に向けた取組
電話・文書による勧奨を主体として実施し、勧奨の際は「委嘱勧奨用チラシ」「年金委員推薦書」を同時
配付するなど、積極的な委嘱勧奨を行う。
（1）職域型
①新規適用事業所、既存の未推薦事業所、健康保険委員の委嘱事業所等
②前任者が退職（異動）した事業所に対して後任者の推薦依頼
（2）地域型
①推薦母体となる関係団体への積極的な推薦依頼
②会社を退職し、職域型年金委員を解嘱される方への委嘱勧奨３
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○地域年金展開事業運営調整会議

地域年金展開事業は、地域・教育・企業の中で公的年金制度に対する理解を深め、世代・年齢、地域・職域

を超えた社会連帯を図ることを目的としている。そのため、県に有識者や関係機関、関係団体等の民間委員
から構成される「地域年金事業運営調整会議」を設置し、地域に密着した公的年金制度の周知方法や納付率
向上策等について意見交換を行う。なお、令和２年度においては、書面開催とし、対象となる委員に対して書
類（資料）の送付により実施する。書面開催にかかる議題は以下のとおりとする。

1．地域年金展開事業の概要

2．令和元年度事業実施結果

3．コロナ禍における地域年金展開事業の取組

4．令和２年度事業計画（案）
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○スケジュール（令和 年 月～令和 年 月）

年 月 地域連携事業 年金セミナー事業 地域相談事業 年金委員活動支援事業

令和2年4月 ●関係機関（市町村、社会保険
労務士事務所等）の窓口へのポ
スター掲示、リーフレットの配置
【和歌山東、和歌山西、田辺】

●市町村広報誌への記事掲載
【和歌山東、和歌山西、田辺】

●社会保険労務士会、社会保
険協会発行の広報誌への記事
掲載
【和歌山東】

●市町村における出張年金
相談 【和歌山東】

●「日本年金機構からのお知ら
せ」を活用した職域型年金委員へ
の情報提供
【和歌山東、和歌山西、田辺】

5月 ●関係機関（市町村、社会保険
労務士事務所等）の窓口へのポ
スター掲示、リーフレットの配置
【和歌山東、和歌山西、田辺】

●市町村広報誌への記事掲載
【和歌山東、和歌山西、田辺】

●市町村における出張年金
相談 【和歌山東】

●「日本年金機構からのお知ら
せ」を活用した職域型年金委員へ
の情報提供
【和歌山東、和歌山西、田辺】
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年 月 地域連携事業 年金セミナー事業 地域相談事業 年金委員活動支援事業

6月 ●関係機関（市町村、社会保険労
務士事務所等）の窓口へのポス
ター掲示、リーフレットの配置
【和歌山東、和歌山西、田辺】

●市町村広報誌への記事掲載
【和歌山東、和歌山西、田辺】

●社会保険協会発行の広報誌へ
の記事掲載 【和歌山東】

●「わたしと年金」エッセイ募
集に向けた教育機関へのア
プローチ

【和歌山東、和歌山西、田
辺】

●市町村における出張年
金相談 【和歌山東】

●「日本年金機構からのお知ら
せ」を活用した職域型年金委員へ
の情報提供
【和歌山東、和歌山西、田辺】

7月 ●関係機関（市町村、社会保険労
務士事務所等）の窓口へのポス
ター掲示、リーフレットの配置
【和歌山東、和歌山西、田辺】

●市町村広報誌への記事掲載
【和歌山東、和歌山西、田辺】

●社会保険労務士会発行の広報
誌への記事掲載 【和歌山東】

●市町村における出張年
金相談 【和歌山東】

●「日本年金機構からのお知ら
せ」を活用した職域型年金委員へ
の情報提供
【和歌山東、和歌山西、田辺】
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年 月 地域連携事業 年金セミナー事業 地域相談事業 年金委員活動支援事業

8月 ●関係機関（市町村、社会保険
労務士事務所等）の窓口への
ポスター掲示、リーフレットの配
置
【和歌山東、和歌山西、田辺】

●市町村広報誌への記事掲載
【和歌山東、田辺】

●社会保険労務士会発行の広
報誌への記事掲載 【和歌山
東】

●企業等の年金制度説明会
【和歌山東】

●市町村における出張年
金相談 【和歌山東】

●「日本年金機構からのお知ら
せ」を活用した職域型年金委員へ
の情報提供
【和歌山東、和歌山西、田辺】

9月 ●関係機関（市町村、社会保険
労務士事務所等）の窓口への
ポスター掲示、リーフレットの配
置
【和歌山東、和歌山西、田辺】

●市町村広報誌への記事掲載
【和歌山東、和歌山西、田辺】

●企業等の年金制度説明会
【和歌山東】

●市町村における出張年
金相談 【和歌山東】

●「日本年金機構からのお知ら
せ」を活用した職域型年金委員へ
の情報提供
【和歌山東、和歌山西、田辺】
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年 月 地域連携事業 年金セミナー事業 地域相談事業 年金委員活動支援事業

10月 ●関係機関（市町村、社会保険
労務士事務所等）の窓口への
ポスター掲示、リーフレットの配
置
【和歌山東、和歌山西、田辺】

●市町村広報誌への記事掲載
【和歌山東、田辺】

●社労士会、社会保険協会発
行の広報誌への記事掲載 【和
歌山東】

●企業等の年金制度説明会
【和歌山東】

●年金セミナー実施に向けた教
育機関へのアプローチ 【和歌山
東、和歌山西、田辺】

●市町村における出張年
金相談 【和歌山東】

●「日本年金機構からのお知ら
せ」を活用した職域型年金委員へ
の情報提供
【和歌山東、和歌山西、田辺】

11月 ●関係機関（市町村、社会保険
労務士事務所等）の窓口への
ポスター掲示、リーフレットの配
置
【和歌山東、和歌山西、田辺】

●市町村広報誌への記事掲載
【和歌山東、和歌山西、田辺】

●企業等の年金制度説明会
【和歌山東】

●年金セミナーの実施
【和歌山西】

●年金セミナー実施に向けた教
育機関へのアプローチ 【和歌
山東、和歌山西、田辺】

●市町村における出張年
金相談 【和歌山東】

●「日本年金機構からのお知ら
せ」を活用した職域型年金委員へ
の情報提供
【和歌山東、和歌山西、田辺】

●年金委員表彰の実施
【和歌山東、和歌山西、田辺】
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年 月 地域連携事業 年金セミナー事業 地域相談事業 年金委員活動支援事業

12月 ●関係機関（市町村、社会保険
労務士事務所等）の窓口へのポ
スター掲示、リーフレットの配置
【和歌山東、和歌山西、田辺】

●市町村広報誌への記事掲載
【和歌山東、田辺】

●社会保険協会発行の広報誌
への記事掲載 【和歌山東】

●企業等の年金制度説明会
【和歌山東】

●年金セミナー実施に向けた
教育機関へのアプローチ
【和歌山東、和歌山西、田辺】

●年金セミナーの実施
【和歌山東、和歌山西、田辺】

●市町村における出張年金
相談 【和歌山東】

●「日本年金機構からのお知ら
せ」を活用した職域型年金委員へ
の情報提供
【和歌山東、和歌山西、田辺】

令和3年1月 ●関係機関（市町村、社会保険
労務士事務所等）の窓口へのポ
スター掲示、リーフレットの配置
【和歌山東、和歌山西、田辺】

●市町村広報誌への記事掲載
【和歌山東、和歌山西、田辺】

●社会保険労務士会発行の広
報誌への記事掲載 【和歌山
東】

●年金セミナーの実施
【和歌山東、和歌山西、田辺】

●市町村における出張年金
相談 【和歌山東】

●「日本年金機構からのお知ら
せ」を活用した職域型年金委員へ
の情報提供
【和歌山東、和歌山西、田辺】

２９



年 月 地域連携事業 年金セミナー事業 地域相談事業 年金委員活動支援事業

2月 ●関係機関（市町村、社会保険
労務士事務所等）の窓口への
ポスター掲示、リーフレットの配
置
【和歌山東、和歌山西、田辺】

●市町村広報誌への記事掲載
【和歌山東、田辺】

●社会保険協会発行の広報誌
への記事掲載 【和歌山東】

●企業等の年金制度説明会
【和歌山東】

●年金セミナーの実施
【和歌山東、和歌山西、田辺】

●市町村における出張年
金相談 【和歌山東】

●「日本年金機構からのお知ら
せ」を活用した職域型年金委員へ
の情報提供
【和歌山東、和歌山西、田辺】

3月 ●関係機関（市町村、社会保険
労務士事務所等）の窓口への
ポスター掲示、リーフレットの配
置
【和歌山東、和歌山西、田辺】

●市町村広報誌への記事掲載
【和歌山東、和歌山西、田辺】

●企業等の年金制度説明会
【和歌山東】

●年金セミナーの実施
【和歌山東、和歌山西、田辺】

●市町村における出張年
金相談 【和歌山東】

●「日本年金機構からのお知ら
せ」を活用した職域型年金委員へ
の情報提供
【和歌山東、和歌山西、田辺】
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